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　既に鶏卵巾の種々の面上脂肪量，特にLecithin，
Cephalinに関しては多くの研究成績が発表せら
れている。しかし複：合脂質ri．1の一一・としてFeUlgen’）
によって報告せられて以來，現在幾多の臓器に．見
出されているAcetal－phospholipid（Plasmalogen）
に関してば今口なお，報告が行われていない。し
かし乍ら從來，確実な実験的結果に基づくもので
ないが，難山rllには極めて僅少より含有せられな
いと考えられでいる。
　著者は，複合脂肪質に関する生化学的研究の一一一・
環として，これが究明を行わんとして次の実瞼を
行った。　　　　　　　　　　　。
　即ち先ずTl了販の無精卵について測定を行い，　i突
に受精卵について同様に測定をそ了い両者を比較検
討し1たところ，無精卵と受精卵とに二試しV・弟を認
め興味ある結果を得た。
　実験材料として無精卵は市販のものを求め，受
精卵は種卵飼育場より入手したものを用いた。
　　　　　　　　　実験方法
　殻を除いた（卵白十卵黄）または卵黄を秤量後EthyI
alcohol－Ether（3：1）にて抽出する。抽出方法は通常の方
法に從って行う。即ち，秤量後500ccのフラスコに試料を
とりこれに150ccのAlcohol－Ether液を加え冷却器を附
して500Cを越えぬ水浴上にて30分周加温抽出する，しか
る後濾過し，残渣をさらにユ50ccにて同様抽出を行う。抽
lll後喜過し墨流をさらに1000eにて沸聡せろ水浴上にて加
熱抽出する。この操作を繰返し，抽1｝1液を総量500ccとす
る。これ」＝り適当量をと1）耳eulgen法2）の改質法たる吉原’
法3）によって測定：を行う。
　定量法：試藥
　　　氷酢酸（縮製してアルヂヒードを含有せぬもの）
　　　飽和HgC12液
　　　フクシンー亜硫酸渡
　　　精製iso－Amyl　alcohol
　操作：前田のAlcoho1－Ether抽出渡の漣当量を共栓付
三角フラスコまたは大試験瞥にとり，減圧乾燥する。乾燥
後，氷酢酸2ccを加えて内容を溶解し，次で，飽和H：gCI，・
液を数滴加え充分振盟：する。しかる後，フクシンー璽E硫酸
液10ccを正確に加え，室温．に放置して発色せしめ，4噂
岡後にAmyl　alcohol，10ccを加えて充分に振盈するAmyl
aleohol層の著色を比色計を用いて比色定量する，かくし
て求められたExtinctionの僚を予め作製せるPalmitin－
aldehydeの標準曲線と照合してPlasmal：量を知り，　i欠の
式よりPlasmalogen：量を錐出する。
　　　　Plagmal　x　l．8＝Plasmalogen
　　　　　　　　実験成績
上述の方法に從って測定せる結果は第1表（無箭卵），第
2褒（受摘卵）にそれぞれ表示せられる。
1）　Feulgen　u．　lmhauser：　Bi’ochem．　Z．　181，　g．　O　（1927）．
2）　Feulgen　u．　GrUnberg：　Z．　Physiol．　Chem．　257，　161
　（1938－39）．　’
3）吉原：札幌医誌3，2Ω0‘（1952）．
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第1表無精卵lilのPlasmalogen含有量
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　無精卵にて得た成績ではPlasmalは総量では最高Tff
11．5mg最低値4．5　mgで平均S．8　mg，またユ00　g当りでは
（卵白十卵黄）では最高21．S　mg％，最低9．1　mg％，平均17．1
mg％，卵黄のみではそれぞtt　51．3　mg％，62．5　mg％で平
均56．9mg％の値を示した。またPlasmalogen量として
は，総量では最高値20．7mg，最：低値：8．l　mg，耳P”均15．Smg
でありmg％としては（卵白十卵黄）では最高39．2　mg％，
最低16．4mg％で亭均30．7　mg％また卵黄のみではそれぞ
れ92．3mg％，112．5　mg％，牛均】02．4　mg％の値を示した。
第2表受祷卵中のPlasmalogen含有量
　　　例数1重量
　　1（9）
　Plasmal　’Plasmalo．cren　l
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粧卵において，それぞオし前遍の如き結果を得たe雨者の結
果で最も’詫；明な相撃点は受精卵lllには総量35．4　mg，また
mgタ6では（卵rl＋卵黄）は76．1　mg％，卵黄のみ”6は212．2
mg％含有せられ，無精卵巾の含有量，即ち総量15．8　mg，
またmg％としては（卵n十卵黄〉では30．7　mg％，卵黄の．、
みでは102．4mg％のほぼ2倍の値を示す点である。この
事実は如何なる理由に基づくかは不明であ．るが，無精卵と
一構卵と差違を一別出置る一手段たり得るであろう。
　；欠に無精卵においても，受精咳口においても，（卵自十卵黄）
中の総量も卵黄のみに含有せられる量も1私様の値を示す点
よりLeeithin，　Cephalinと同様に卵自中には含有せられ
ず全て卵黄中に存在することが認められる。
　さらに卵黄中の濃度は無精卵では102．4　mg％で自鼠組
年中の腎，脾の濃度にほぼ等しく，受精卵中では脳，脊髄，
副腎を除いた如何なる都分の濃度より大となっている。
　茨戸中の総燐脂質量は多数の研究者によって9～10％含
有せられることが認められている故，総燐脂質中のplas－
malogenの占める割合は無精卵では，総燐脂質の約1％を
占め，受精卵ではほぼ2％をII↑めていることになり從って
受精卵における総燐脂質に対するP1恥malogenの割合は
ほぼ動物の血清における割合に等しいことが認められる。
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　一方，受精卵中の含有量は第2表に示されるが，PlasmaI
としては総量では最高値2S．3　mg，最低値12．5　mg，李均
19。7mg，またmg％としては（卵白十卵黄）中では最高値：
46．5mg％，最低値37．9　mg％，亭均42．3　mg％，また卵黄
中のゆでは73．1　mg％，162．7　mg％で4物117．9　mg％の
値：を得た，さらにplasmalogen量としては総量では最高
値50。9mg，最低値：22。5　mg，平均35．4　mg，またmg％と
しては（卵白十卵黄）中では最高値：83。7mg％，最低値：6S．2
mg％，一碧76．1　mg％，また卵黄中のみでは工31．6　mg％，
292．8mg％，耶均212．2　mg％であった。
考 按
鶏卵申のPlasmalogen含有量にりいては無1階卵及び受
　1・從來鶏卵中のPlasmalogen最を測定した
報告がなV・ので，その含イf量を測定し興味ある結
果を得た。
　2・無精卵では総：量15．8mg，　mg％としてぽ，
（卵白十卵黄）中では30．7mg％，卵黄ri．1では102．4
mg％の値を得た。
　3．受精卵では総：景35．4mg，　mg％としてぱ
（卵白十卵黄）中では76．1　mg％，卵黄中では212．2
mg％の値を示した。
　4．從って受精卵中に：はPlasmalogenは無精
卵中のほぼ2倍含有せられていることが認めら
れ，この理山に関しては術不明であるが，受精卵
と無精卵との墓を示す一一・知見と考えられる。
　5．鶏卵中のPlasmalogenは全て卵黄中に存
在する。
　6・受精卵中では卵黄巾のPlasmalogenの総
燐脂質中に占める割合は，動物の血清中の両者の
割合にほぼL一一致する。
（昭和29．3．9受付）
3S 柳本一一複合・脂質に関する’k化学的研究XIV 札幌医誌1954
Summary
　　　　1．　Since　the　plasmalogen　content　in　hen’s　egg　has　not　been　determined，
the　author　has　conducted　eXpe・riments　with　the　following　interesting　results．
2
??
4
hit erto，
eontained
difference　which　exsists　between　wind　eggs　and　fertilized　eggs．
　　　　5．
　　　　6．
is　in　approximate’　accordance　with　the　same　in　animal　b1ood　plasma．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　（Received　Mar．　9，　1954）
In　wind　eggs　the　foユ10wing　values　were　obtained　：
．Total　amount：　1＋”）．8mg．　’　，In　white　十　’yolk　：　30．7　mg　t，e・／　，
In・　yolk：　’109一．4　mgge／・
In・　ferti（ized　eggs　the　following　values　were　obtained：
Total　amount：　35．4　rng．
In　wh　ite　十　yolk　：　76．1　mg％
In　yolk，：　212．2　mgO／c一，．
．The　a・mpount　gontained　in　fertilized　eggs　was　clpproximately　twice　the　arnount
　　in　wind　eggs，　though　the　cause　has　not　been　explained，・　’it　at　least　shows　the
The　entire　amount　of　plasmalogen　in　hents　egg　is　ce・ntained　in　the　yolk．・
’1“he　ratio　of　plasmalogen　to　the　total　Qf．phospholipids　in　yolk　of　．　fertilized　egg
?
